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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 平 角 線 に よ っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た Ｕ 相 コ イ ル 、 Ｖ 相 コ イ ル 、 及 び Ｗ 相 コ イ ル か ら な  
る 三 相 コ イ ル と 、
　 前 記 三 相 コ イ ル の 中 性 点 を 形 成 し 、 導 電 性 の プ レ ー ト か ら な る 中 性 点 バ ス バ ー と 、
　 前 記 三 相 コ イ ル の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 器 と 、 を 備 え た 回 転 電 機 で あ っ て 、
　 前 記 中 性 点 バ ス バ ー は 、 前 記 三 相 コ イ ル の 外 周 に 沿 う 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 三 相 コ イ ル の 内 の １ つ の コ イ ル の 一 端 は 、 前 記 中 性 点 バ ス バ ー の 円 周 方 向 に お け る  
中 央 近 傍 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 三 相 コ イ ル の 内 の 残 り の ２ つ の コ イ ル の 一 端 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 中 性 点 バ ス バ ー の 円  
周 方 向 に お け る 端 部 近 傍 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 温 度 検 出 器 は 、 前 記 中 性 点 バ ス バ ー の 前 記 中 央 近 傍 で あ っ て 前 記 １ つ の コ イ ル の 一  
端 に 対 向 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 中 性 点 バ ス バ ー は 、 径 方 向 の 内 側 に 窪 む 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 温 度 検 出 器 は 、 前 記 凹 部 内 に お け る 前 記 中 性 点 バ ス バ ー を 挟 ん で 前 記 １ つ の コ イ ル  
の 一 端 に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る 、
　 回 転 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 電 機 で あ っ て 、
　 前 記 中 性 点 バ ス バ ー と 前 記 温 度 検 出 器 は 、 モ ー ル ド 材 に よ っ て 一 体 に さ れ て い る 、

請求項の数　3　（全8頁）
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　 回 転 電 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の 製 造 方 法 で あ っ て 。
　 上 型 と 下 型 を 備 え た 型 枠 内 に お い て 、 前 記 上 型 及 び 前 記 下 型 に 設 け ら れ た エ ジ ェ ク タ ピ  
ン で 前 記 中 性 点 バ ス バ ー と 前 記 温 度 検 出 器 と が 接 触 し た 状 態 を 維 持 す る よ う に 挟 持 し て モ  
ー ル ド 成 形 を 行 い 、
　 前 記 モ ー ル ド 成 形 に よ っ て 一 体 化 さ れ た 前 記 中 性 点 バ ス バ ー と 前 記 温 度 検 出 器 を 前 記 三  
相 コ イ ル に 取 り 付 け る 、
　 回 転 電 機 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 電 機 及 び 回 転 電 機 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｊ Ｐ ２ ０ １ ９ － ４ ７ ６ ６ １ Ａ に は 、 三 相 （ Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 ） の 巻 線 を 有 し た 固 定 子 巻  
線 と 、 固 定 子 コ ア と 、 を 備 え た 回 転 電 機 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｊ Ｐ ２ ０ １ ９ － ４ ７ ６ ６ １ Ａ の 回 転 電 機 で は 、 Ｕ 相 巻 線 の 中 性 端 と Ｖ 相 巻 線 の 中 性 端 を  
接 続 部 材 で 互 い に 接 続 す る と と も に 、 Ｖ 相 巻 線 の 中 性 端 と Ｗ 相 巻 線 の 中 性 端 を 接 続 部 材 で  
互 い に 接 続 し 、 Ｕ 相 巻 線 の 中 性 端 と Ｖ 相 巻 線 の 中 性 端 を 接 続 す る 接 続 部 材 に 温 度 セ ン サ を  
設 け て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 Ｊ Ｐ ２ ０ １ ９ － ４ ７ ６ ６ １ Ａ の 回 転 電 機 で は 、 Ｖ 相 巻 線 の 中 性 端 と Ｗ 相  
巻 線 の 中 性 端 を 接 続 す る 接 続 部 材 に 温 度 セ ン サ を 設 け て い る た め 、 例 え ば 、 Ｖ 相 巻 線 の 中  
性 端 と Ｗ 相 巻 線 の 中 性 端 を 接 続 部 材 の 間 に 電 流 が 流 れ た 場 合 に 、 温 度 を 正 確 に 測 定 で き な  
い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 技 術 的 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 三 相 コ イ ル に お け る ど の よ  
う な コ イ ル 間 に 電 流 が 流 れ て も 、 三 相 コ イ ル の 温 度 を 正 確 に 測 定 で き る 回 転 電 機 を 提 供 す  
る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の あ る 態 様 に よ れ ば 、 回 転 電 機 は 、 平 角 線 に よ っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た Ｕ 相 コ イ  
ル 、 Ｖ 相 コ イ ル 、 及 び Ｗ 相 コ イ ル か ら な る 三 相 コ イ ル と 、 三 相 コ イ ル の 中 性 点 を 形 成 し 、  
導 電 性 の プ レ ー ト か ら な る 中 性 点 バ ス バ ー と 、 三 相 コ イ ル の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 器 と  
、 を 備 え る 。 当 該 回 転 電 機 に お い て は 、 中 性 点 バ ス バ ー は 、 三 相 コ イ ル の 外 周 に 沿 う 円 弧  
形 状 に 形 成 さ れ る 。 三 相 コ イ ル の 内 の １ つ の コ イ ル の 一 端 は 、 中 性 点 バ ス バ ー の 円 周 方 向  
に お け る 中 央 近 傍 に 接 続 さ れ 、 三 相 コ イ ル の 内 の 残 り の ２ つ の コ イ ル の 一 端 は 、 そ れ ぞ れ  
中 性 点 バ ス バ ー の 円 周 方 向 に お け る 端 部 近 傍 に 接 続 さ れ る 。 温 度 検 出 器 は 、 中 性 点 バ ス バ  
ー の 中 央 近 傍 で あ っ て １ つ の コ イ ル の 一 端 に 対 向 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る モ ー タ の 軸 方 向 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る モ ー タ の 中 性 点 バ ス バ ー 近 傍 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 中 性 点 バ ス バ ー と サ ー ミ ス タ を 金 型 内 に セ  
ッ ト し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 金 型 内 に モ ー ル ド 材 を 注 入 し た 状 態 を 示 す  
図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 等 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 回 転 電 機 と し て の モ ー タ １ ０ ０ の 軸 方 向 の 概 略 断 面 図 で あ る  
。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る モ ー タ １ ０ ０ の 中 性 点 バ ス バ ー ４ 近 傍 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 モ ー タ １ ０ ０ は 、 車 両 に 搭 載 さ れ 、 三 相 交 流 で 駆 動 す る 三 相 誘 電 電 動 機 で あ る 。 モ ー タ  
１ ０ ０ は 、 例 え ば 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 駆 動 用 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と し て 用 い ら れ る 。 図  
１ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ ０ ０ は 、 回 転 軸 １ と 、 回 転 軸 １ に 固 定 さ れ た ロ ー タ ２ と 、 ス テ  
ー タ コ ア ３ と 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と 、 を 備 え る 。 モ ー タ １ ０ ０ は 、 図 示 し な い イ ン バ ー タ  
ユ ニ ッ ト か ら 電 力 を 供 給 さ れ る こ と で ロ ー タ ２ を 回 転 さ せ て 、 回 転 軸 １ を 回 転 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス テ ー タ コ ア ３ は 、 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 径 方 向 内 側 に Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｖ 相 コ イ ル ３  
２ 及 び Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ か ら な る 三 相 コ イ ル ３ ０ を 備 え る （ 図 ２ 参 照 ） 。 三 相 コ イ ル ３ ０ は  
、 周 方 向 に Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ 及 び Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 順 に 配 置 さ れ る こ と に  
よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ 及 び Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ Ｕ 字 形 状 に 形 成 さ れ  
た 複 数 の セ グ メ ン ト コ イ ル を 相 互 に 接 続 す る こ と で 形 成 さ れ る 。 セ グ メ ン ト コ イ ル は 、 断  
面 矩 形 の 導 体 の 周 囲 を 絶 縁 層 で 被 覆 し た 導 線 、 い わ ゆ る 平 角 線 で 構 成 さ れ る 。 平 角 線 は 、  
電 気 導 電 率 の 高 い 金 属 線 材 で あ る 。 金 属 線 材 は 、 例 え ば 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 金 、 ま  
た は そ れ ら の 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 絶 縁 層 は 、 例 え ば 、 樹 脂 被 覆 に よ っ て 構 成  
さ れ る 。 樹 脂 と し て は 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 エ ポ キ シ 系 、 ア ク リ ル 系 、 ウ レ タ ン 系 な ど を 用 い  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 中 性 点 バ ス バ ー ４ は 、 例 え ば 、 導 電 性 の 金 属 プ レ ー ト に よ り 形 成 さ れ る 。 図 １ 及 び 図 ２  
に 示 す よ う に 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ は 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 外 周 に 沿 う 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ る  
。 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ が 中 性 点 バ ス バ ー ４  
の 円 周 方 向 に お け る 中 央 近 傍 （ 接 続 点 ４ ａ ） に 接 続 さ れ 、 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ の 一 端 ３ １ ａ 及  
び Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 一 端 ３ ３ ａ が 、 そ れ ぞ れ 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 円 周 方 向 に お け る 端 部 の  
近 傍 （ 接 続 点 ４ ｂ ， ４ ｃ ） に 接 続 さ れ る 。 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ 及 び Ｗ 相 コ イ  
ル ３ ３ の 他 端 ３ １ ｂ ， ３ ２ ｂ ， ３ ３ ｂ は 、 イ ン バ ー タ ユ ニ ッ ト （ 図 示 せ ず ） に 導 通 す る 金  
属 製 の 端 子 ７ ｕ ， ７ ｖ ， ７ ｗ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 中 性 点 バ ス バ ー ４ は 、 接 続 点 ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ 近 傍 が 円 弧 の 中 心 方 向 に 突 出 す る 形 状 に  
形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 形 状 と す る こ と で 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 接 続 点 ４ ａ と 接 続 点 ４ ｂ  
と の 間 の 領 域 Ｒ １ 、 及 び 接 続 点 ４ ａ と 接 続 点 ４ ｃ と の 間 の 領 域 Ｒ ２ が 、 三 相 コ イ ル ３ ０ に  
接 触 す る こ と を 防 止 で き 、 こ れ ら の 領 域 Ｒ １ ， Ｒ ２ に お け る 三 相 コ イ ル ３ ０ と 中 性 点 バ ス  
バ ー ４ と 絶 縁 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ ０ ０ は 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検  
出 器 と し て の サ ー ミ ス タ ５ を さ ら に 備 え る 。 サ ー ミ ス タ ５ は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 中 央 近  
傍 （ 接 続 点 ４ ａ 近 傍 ） で あ っ て Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ が 接 続 さ れ る 位 置 に 対 向 す る  
よ う に 設 け ら れ る 。 別 の 言 い 方 を す る と 、 サ ー ミ ス タ ５ は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 中 央 近 傍  
（ 接 続 点 ４ ａ 近 傍 ） を 円 弧 の 中 心 方 向 に 突 出 さ せ る こ と に よ っ て 生 じ た 径 方 向 内 側 に 窪 む  
凹 部 ４ ｄ に 取 り 付 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ は 、 モ ー  
ル ド 材 Ｍ に よ っ て 一 体 に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 中 性 点 バ ス バ ー ４ で は 、 電 流 が 、 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ と Ｖ 相 コ イ ル ３  
２ の 間 、 Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ と Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 間 、 あ る い は Ｕ 相 コ イ ル ３ １ と Ｗ 相 コ イ ル ３  
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３ の 間 の い ず れ に 流 れ た 場 合 に も 、 電 流 が 接 続 点 ４ ａ （ 凹 部 ４ ｄ ） 近 傍 に 流 れ る こ と に な  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の た め 、 接 続 点 ４ ａ に 対 向 す る 位 置 （ 凹 部 ４ ｄ ） に サ ー ミ ス タ ５ を 取 り 付 け る こ と に  
よ り 、 ３ つ の 三 相 コ イ ル ３ ０ の ど の よ う な コ イ ル 間 に 電 流 が 流 れ た 場 合 で も 、 温 度 を 測 定  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 サ ー ミ ス タ ５ を 接 続 点 ４ ａ 近 傍 （ 凹 部 ４ ｄ ） 以 外 の 場 所 に 取 り 付 け た 場 合  
、 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ に お け る 接 続 点 ４ ｂ と 接 続 点 ４ ａ の 間 の 領 域 Ｒ  
１ に サ ー ミ ス タ ５ を 取 り 付 け た 場 合 に は 、 Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ と Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 間 に 電 流 が  
流 れ て い る 場 合 の 温 度 を 測 定 す る こ と が で き な い 。 モ ー タ １ ０ ０ が ロ ッ ク 状 態 に あ る 場 合  
、 あ る い は モ ー タ １ ０ ０ の 回 転 速 度 が 極 め て 低 い 状 態 に あ る 場 合 に は 、 三 相 コ イ ル ３ ０ に  
流 れ る 電 流 が 大 き い た め 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 温 度 が 高 く な る 。 こ の よ う な 状 態 で 、 Ｗ 相 コ  
イ ル ３ ３ と Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 間 に 電 流 が 流 れ て い る 場 合 の 温 度 を 測 定 す る こ と が で き な い  
場 合 に は 、 適 切 な 制 御 を 実 行 す る こ と が で き ず 、 モ ー タ １ ０ ０ が 損 傷 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 の よ う な 位 置 に サ ー ミ ス タ ５ を 取 り 付 け て い る 。 こ れ に  
よ り 、 ３ つ の 三 相 コ イ ル ３ ０ の ど の よ う な コ イ ル 間 に 電 流 が 流 れ た 場 合 で も 、 三 相 コ イ ル  
３ ０ の 温 度 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る の で 、 モ ー タ １ ０ ０ を 適 切 に 制 御 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ は 、 モ ー ル ド 材 Ｍ に よ っ て 一 体  
に さ れ る 。 こ こ で 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と を 一 体 化 す る 方 法 に つ い て 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と を モ ー ル ド 成 形 に よ っ て 一 体 化 す  
る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 上 型 ６ Ａ と 下 型 ６ Ｂ に よ っ て 構 成 さ れ た 金 型  
６ の キ ャ ビ テ ィ Ｃ 内 に 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と を セ ッ ト す る 。 こ の と き 、 上 型  
６ Ａ と 下 型 ６ Ｂ に 設 け ら れ た エ ジ ェ ク タ ピ ン ６ ０ ａ ， ６ ０ ｂ に よ っ て 、 中 性 点 バ ス バ ー ４  
と サ ー ミ ス タ ５ と が 接 触 し た 状 態 を 維 持 す る よ う に 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と を  
挟 持 す る 。 な お 、 図 ３ （ Ａ ） 及 び 図 ３ （ Ｂ ） に お け る ピ ン ６ Ｃ ， ６ Ｄ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｖ 相  
コ イ ル ３ ２ の 他 端 ３ ２ ｂ と 端 子 ７ ｖ と の 接 続 部 分 が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 ８ ａ 、 及 び Ｕ 相 コ イ  
ル ３ １ の 他 端 ３ １ ｂ と 端 子 ７ ｕ と の 接 続 部 分 が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 ８ ｂ と を 成 形 す る た め の  
ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 金 型 ６ の キ ャ ビ テ ィ Ｃ 内 に モ ー ル ド 材 Ｍ を 注 入 す る こ と に よ っ て （ 図 ３ （ Ｂ ）  
参 照 ） 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と が 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 サ ー ミ ス タ ５ を 中 性 点 バ ス バ ー ４ に 接 着 剤 な ど に よ っ て 固 定 し た 場 合 に は 、 サ ー ミ ス タ  
５ と 中 性 点 バ ス バ ー ４ と の 間 に 接 着 剤 が 介 在 す る こ と に な り 、 サ ー ミ ス タ ５ に よ る 温 度 の  
検 出 精 度 が 悪 化 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン ６ ０ ａ ， ６ ０ ｂ に よ っ て 、 中 性 点 バ ス バ  
ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と が 接 触 し た 状 態 を 維 持 す る よ う に 挟 持 し て モ ー ル ド 成 形 を 行 う こ と  
で 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ が 直 接 接 触 す る よ う に 一 体 化 に さ れ る 。 こ れ に よ り  
、 サ ー ミ ス タ ５ と 中 性 点 バ ス バ ー ４ と の 間 に 接 着 剤 が 介 在 す る こ と が な い の で 、 サ ー ミ ス  
タ ５ の 温 度 を 精 度 良 く 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 構 成 、 作 用 、 及 び 効 果 を ま と め て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 モ ー タ １ ０ ０ （ 回 転 電 機 ） は 、 平 角 線 に よ っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｖ  
相 コ イ ル ３ ２ 、 及 び Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ か ら な る 三 相 コ イ ル ３ ０ と 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 中 性 点  
を 形 成 し 、 導 電 性 の プ レ ー ト か ら な る 中 性 点 バ ス バ ー ４ と 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 温 度 を 検 出  
す る サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） と 、 を 備 え る 。 中 性 点 バ ス バ ー ４ は 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の  
外 周 に 沿 う 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 内 の Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ は 、  
中 性 点 バ ス バ ー ４ の 円 周 方 向 に お け る 中 央 近 傍 （ 接 続 点 ４ ａ ） に 接 続 さ れ 、 三 相 コ イ ル ３  
０ の 内 の Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 、 Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 一 端 ３ ３ ａ は 、 そ れ ぞ れ 中 性 点 バ ス バ ー ４ の  
円 周 方 向 に お け る 端 部 近 傍 に 接 続 さ れ る 。 サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） は 、 中 性 点 バ ス バ  
ー ４ の 中 央 近 傍 で あ っ て Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ に 対 向 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 で は 、 電 流 が 、 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ と Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 間 、 Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ と Ｖ 相  
コ イ ル ３ ２ の 間 、 あ る い は Ｕ 相 コ イ ル ３ １ と Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 間 の い ず れ か に 流 れ た 場 合  
に も 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 中 央 近 傍 （ 接 続 点 ４ ａ ） に 流 れ る こ と に な る 。 そ こ で 、 サ ー ミ  
ス タ ５ を Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ に 対 向 す る 位 置 に 設 け る こ と に よ り 、 ３ つ の 三 相 コ  
イ ル ３ ０ の ど の よ う な コ イ ル 間 に 電 流 が 流 れ て も 、 三 相 コ イ ル ３ ０ の 温 度 を 測 定 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 モ ー タ １ ０ ０ （ 回 転 電 機 ） で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ は 、 径 方 向 の 内 側 に 窪 む 凹 部 ４ ｄ を  
有 し 、 サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） は 、 凹 部 ４ ｄ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 で は 、 サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） の 径 方 向 外 側 へ の 飛 び 出 し 量 を 低 減 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 モ ー タ １ ０ ０ （ 回 転 電 機 ） で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） は 、  
モ ー ル ド 材 Ｍ に よ っ て 一 体 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 構 成 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） と が 一 体 化 に さ れ て い  
る の で 、 サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） を 接 着 剤 な ど に よ っ て 中 性 点 バ ス バ ー ４ に 固 定 す る  
作 業 を 省 略 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ １ ０ ０ （ 回 転 電 機 ） の 組 立 時 の 作 業 効  
率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） と 中 性 点 バ ス バ ー ４ と  
の 間 に 接 着 剤 な ど が 介 在 す る こ と が な い の で 、 サ ー ミ ス タ ５ に よ る 温 度 の 検 出 精 度 が 悪 化  
す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 モ ー タ １ ０ ０ （ 回 転 電 機 ） の 製 造 方 法 で は 、 上 型 ６ Ａ と 下 型 ６ Ｂ を 備 え た 金 型 ６ 内 に お  
い て 、 上 型 ６ Ａ 及 び 下 型 ６ Ｂ に 設 け ら れ た エ ジ ェ ク タ ピ ン ６ ０ ａ ， ６ ０ ｂ で 中 性 点 バ ス バ  
ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出 器 ） と が 接 触 し た 状 態 を 維 持 す る よ う に 挟 持 し て モ ー ル ド  
成 形 を 行 う 。 そ し て 、 モ ー ル ド 成 形 に よ っ て 一 体 化 さ れ た 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ  
５ （ 温 度 検 出 器 ） を 三 相 コ イ ル ３ ０ に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 構 成 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ は 、 直 接 接 触 す る よ う に 一 体 化 に さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 サ ー ミ ス タ ５ と 中 性 点 バ ス バ ー ４ と の 間 に 接 着 剤 が 介 在 す る こ と が な い  
の で 、 サ ー ミ ス タ ５ に よ る 温 度 の 検 出 精 度 が 悪 化 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 一 体 化 す  
る 際 に 、 金 型 ６ に 別 途 支 持 ピ ン な ど を 設 け る 必 要 が な い の で 、 コ ス ト の 上 昇 や 金 型 ６ の 構  
造 が 複 雑 化 す る こ と を 抑 制 で き る 。 さ ら に 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ （ 温 度 検 出  
器 ） と が 一 体 化 さ れ た も の を 、 三 相 コ イ ル ３ ０ に 取 り 付 け て い る の で 、 モ ー タ １ ０ ０ （ 回  
転 電 機 ） の 組 立 時 の 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 、 上 記 実 施 形 態 及 び 変 形 例 は 本 発 明 の 適 用 例 の 一 部 を 示 し た に  
過 ぎ ず 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 上 記 実 施 形 態 の 具 体 的 構 成 に 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 モ ー タ １ ０ ０ は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る も の に 限 ら な い 。 ま た 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ に 係 る 構  
成 を 発 電 機 に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 中 央 近 傍 （ 接 続 点 ４ ａ ） に Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 一  
端 ３ ２ ａ が 接 続 さ れ る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 中 央 近  
傍 （ 接 続 点 ４ ａ ） に Ｕ 相 コ イ ル ３ １ の 一 端 ３ １ ａ 、 あ る い は Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 一 端 ３ ３ ａ  
を 接 続 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 温 度 検 出 器 と し て サ ー ミ ス タ ５ を 例 に 説 明 し た が 、 こ れ に 限  
ら ず 、 他 の 形 式 の 温 度 検 出 器 （ 熱 電 対 、 白 金 測 温 抵 抗 体 な ど ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 中 性 点 バ ス バ ー ４ と サ ー ミ ス タ ５ と を モ ー ル ド 成 形 に よ っ て 一 体 化  
し た 場 合 を 例 に 説 明 し た こ れ に 限 ら な い 。 測 定 誤 差 を 許 容 で き る 、 あ る い は 補 正 で き る 場  
合 に は 、 接 着 剤 を 用 い て 一 体 化 し て も よ い 。 ま た 、 サ ー ミ ス タ ５ を 取 付 部 材 な ど を 用 い て  
中 性 点 バ ス バ ー ４ に 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 中 性 点 バ ス バ ー ４ の 形 状 は 、 絶 縁 性 が 確 保 さ れ て い れ ば 、 領 域 Ｒ １ ， Ｒ ２ 部 分 を 径 方 向  
外 側 に 膨 ら ま せ な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｕ 相 コ イ ル ３ １ 及 び Ｖ 相 コ イ ル ３ ２ の 他 端 ３ １ ｂ ， ３ ２ ｂ が モ ー ル  
ド 材 Ｍ で 囲 ま れ て い る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 Ｗ 相 コ イ ル ３ ３ の 他 端 ３ ３  
ｂ ま で も モ ー ル ド 材 で 囲 む よ う に し て も よ い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】



10

JP 7556462 B2 2024.9.27(8)

フロントページの続き

神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産自動車株式会社  知的財産部内
(72)発明者　 阿部  政信

神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産自動車株式会社  知的財産部内
(72)発明者　 木村  真秀

神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産自動車株式会社  知的財産部内
審査官　 上野  力

(56)参考文献 特開２０１８－１２１３８９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１２９４４６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１１－４４９６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－２２５９５９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－２１９９１３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－２１９９６１（ＪＰ，Ａ）
特開２００８－１３１７７５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０２Ｋ    １１／２５


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

